




○添付資料の目次

　

　

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………… 2

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 ………………………………………………… 3

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ……………………………… 3

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ……………………………… 3

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 …………………………… 3

（４）追加情報 ………………………………………………………………………………… 3

３．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………… 6

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………… 8

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………… 9

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………… 9

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………… 9

（セグメント情報等） …………………………………………………………………… 9

決算短信（宝印刷） 2016年11月04日 16時35分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

㈱ダイヘン（6622）　平成29年３月期　第２四半期決算短信

― 1 ―



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期のダイヘングループを取り巻く経営環境は、円高や新興国経済の減速及びこれらの影響により国内企

業の設備投資も総じて低調に推移しました。

このような状況の下、中期経営計画“DAIHEN Value 2017”に基づき、世界初・業界初の機能を備えた「ダイヘンな

らでは製品」の開発・市場投入並びに「ロスカット活動」による継続的なコスト低減に取り組み、損益改善に努めて

おります。

当第２四半期の連結業績につきましては、新製品を軸にした需要拡大に精力的に取り組みましたが為替影響が大き

く、受注高は693億１千９百万円（前年同期比1.9％減）、売上高は587億３百万円（前年同期比3.5％減）、営業利益

は25億７千６百万円（前年同期比17億４千５百万円減）、経常利益は24億４千７百万円（前年同期比19億４千万円

減）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期には中国電機製造株式会社の子会社化に

伴う負ののれん発生益を特別利益として計上しておりましたので14億７千２百万円（前年同期比25億４千４百万円

減）となりました。

セグメント別の状況につきましては、以下のとおりであります。

電力機器事業では、配電網強化を背景とした電力会社向けの電圧調整機器等の需要は引き続き堅調に推移いたしま

したが、メガソーラー向けパワーコンディショナーの需要減や東南アジア向け大形変圧器の出荷が減少したことによ

り、受注高は356億１千万円（前年同期比12.3％減）、売上高は304億２千７百万円（前年同期比1.6％減）となり、営

業利益は23億９千１百万円（前年同期比４億１千万円減）となりました。

溶接メカトロ事業では、日本・中国では堅調に推移いたしましたが、前年同期は高水準でありました韓国・タイで

の自動車関連投資が端境期となりましたことにより、受注高は186億６千１百万円（前年同期比12.5％減）、売上高は

187億６千２百万円（前年同期比13.2％減）となりました。また、ＡＩ自動搬送台車やワイヤレス給電システムなどＦ

Ａ関連機器の事業拡大に向けた先行投資や円高の影響もあり、営業利益は11億８千万円（前年同期比13億２千６百万

円減）となりました。

半導体関連機器事業では、３次元メモリーやロジック系の微細化投資が好調でありましたことに加え、有機ＥＬ関

連の設備投資が急速に拡大いたしました結果、受注高は149億４千５百万円（前年同期比73.5％増）、売上高は94億３

千万円（前年同期比15.5％増）となり、営業利益は７億２千万円（前年同期比２千４百万円増）となりました。なお、

受注残高は91億４千８百万円（前年同期比45億２千２百万円増）となり、下半期にかけて高水準の出荷を予定してお

ります。

その他の売上高は１億１百万円、営業利益は４千２百万円となり、前年同期からの大きな変動はありません。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期末の資産合計は、主に受取手形及び売掛金の減少などにより1,339億４千９百万円（前年度末比48億３

千５百万円減）となりました。

負債合計は、短期借入金の減少などにより672億７千２百万円（前年度末比10億３千５百万円減）となりました。

純資産合計は、自己株式の取得やその他有価証券評価差額金の減少及び円高の進行に伴う為替換算調整勘定の減少

などにより666億７千６百万円（前年度末比37億９千９百万円減）となりました。なお、自己資本比率は前年度末の

47.2％から1.1ポイント減少して46.1％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想につきましては、前回公表値（平成28年５月11日公表）を修正しておりません。今後、業績予想の

修正が必要となった場合には、速やかに公表させていただきます。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

・税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前四半

期純利益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減した上で、法定実効税率を乗じて計算しております。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

・会計方針の変更

(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する

実務上の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月

１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

（４）追加情報

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,593 12,762

受取手形及び売掛金 33,140 26,912

商品及び製品 14,094 13,153

仕掛品 7,914 9,809

原材料及び貯蔵品 11,226 11,353

繰延税金資産 2,071 2,091

その他 3,391 4,396

貸倒引当金 △50 △50

流動資産合計 84,380 80,429

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,877 12,317

機械装置及び運搬具（純額） 6,500 6,159

工具、器具及び備品（純額） 1,248 1,210

土地 9,263 9,200

リース資産（純額） 596 595

建設仮勘定 1,375 1,977

有形固定資産合計 31,862 31,461

無形固定資産

のれん 10 8

ソフトウエア 1,910 1,842

リース資産 47 40

その他 393 354

無形固定資産合計 2,361 2,245

投資その他の資産

投資有価証券 14,623 14,209

出資金 191 191

長期貸付金 7 6

長期前払費用 110 89

退職給付に係る資産 4,409 4,526

繰延税金資産 363 352

その他 556 520

貸倒引当金 △82 △83

投資その他の資産合計 20,180 19,812

固定資産合計 54,403 53,519

資産合計 138,784 133,949

決算短信（宝印刷） 2016年11月04日 16時35分 4ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

㈱ダイヘン（6622）　平成29年３月期　第２四半期決算短信

― 4 ―



(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 25,116 25,939

短期借入金 7,937 5,374

1年内返済予定の長期借入金 4,000 4,629

リース債務 172 168

未払法人税等 1,078 770

賞与引当金 3,114 2,392

役員賞与引当金 106 20

工事損失引当金 157 113

その他 4,907 5,192

流動負債合計 46,591 44,601

固定負債

長期借入金 15,059 16,180

リース債務 494 478

繰延税金負債 2,070 1,970

役員退職慰労引当金 84 83

耐震工事関連費用引当金 1,078 1,038

製品安全対策引当金 82 62

退職給付に係る負債 1,691 1,695

資産除去債務 104 104

その他 1,054 1,057

固定負債合計 21,717 22,670

負債合計 68,308 67,272

純資産の部

株主資本

資本金 10,596 10,596

資本剰余金 10,034 10,034

利益剰余金 41,244 41,693

自己株式 △2,026 △3,030

株主資本合計 59,848 59,293

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,198 2,855

繰延ヘッジ損益 △0 △0

為替換算調整勘定 2,824 △157

退職給付に係る調整累計額 △345 △295

その他の包括利益累計額合計 5,677 2,401

非支配株主持分 4,950 4,982

純資産合計 70,476 66,676

負債純資産合計 138,784 133,949
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 60,812 58,703

売上原価 40,021 39,367

売上総利益 20,790 19,336

販売費及び一般管理費 16,468 16,760

営業利益 4,321 2,576

営業外収益

受取利息及び配当金 149 148

持分法による投資利益 36 72

その他 281 324

営業外収益合計 467 545

営業外費用

支払利息 144 134

為替差損 80 364

売上割引 79 74

その他 95 100

営業外費用合計 400 674

経常利益 4,388 2,447

特別利益

負ののれん発生益 1,454 -

特別利益合計 1,454 -

特別損失

たな卸資産評価損 422 -

減損損失 29 -

特別損失合計 451 -

税金等調整前四半期純利益 5,391 2,447

法人税等 1,224 801

四半期純利益 4,166 1,646

非支配株主に帰属する四半期純利益 149 173

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,017 1,472
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 4,166 1,646

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △647 △244

繰延ヘッジ損益 △6 △0

為替換算調整勘定 △312 △2,999

退職給付に係る調整額 18 52

持分法適用会社に対する持分相当額 86 △100

その他の包括利益合計 △859 △3,291

四半期包括利益 3,306 △1,645

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,155 △1,803

非支配株主に係る四半期包括利益 151 158
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,391 2,447

減価償却費 2,020 2,094

減損損失 29 -

のれん償却額 43 2

負ののれん発生益 △1,454 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） △15 2

賞与引当金の増減額（△は減少） △504 △704

耐震工事関連費用引当金の増減額（△は減少） △241 △39

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △62 52

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △155 △93

受取利息及び受取配当金 △149 △148

支払利息 144 134

持分法による投資損益（△は益） △36 △72

売上債権の増減額（△は増加） 5,982 5,160

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,147 △2,523

仕入債務の増減額（△は減少） △3,663 2,699

その他 △1,702 △1,138

小計 2,478 7,872

利息及び配当金の受取額 152 149

利息の支払額 △145 △136

法人税等の支払額 △1,638 △1,059

営業活動によるキャッシュ・フロー 846 6,826

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △112 △29

有形固定資産の取得による支出 △1,897 △2,395

有形固定資産の売却による収入 43 14

無形固定資産の取得による支出 △329 △299

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

△1,880 -

短期貸付金の純増減額（△は増加） 799 △154

その他 △0 3

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,376 △2,862

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 911 △2,472

長期借入れによる収入 2,000 2,000

長期借入金の返済による支出 △208 △250

自己株式の取得による支出 △9 △1,004

配当金の支払額 △511 △1,021

その他 △126 △205

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,055 △2,954

現金及び現金同等物に係る換算差額 65 △787

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △409 222

現金及び現金同等物の期首残高 11,078 11,957

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,669 12,180
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

I 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)

合計
電力機器
事業

溶接メカトロ
事業

半導体関連
機器事業

計

売上高

外部顧客への売上高 30,933 21,609 8,168 60,711 100 60,812

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 17 ― 17 ― 17

計 30,933 21,626 8,168 60,728 100 60,829

セグメント利益 2,802 2,506 695 6,004 29 6,033

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおります。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

（子会社の取得による資産の著しい増加）

当第２四半期連結会計期間において、中国電機製造株式会社の株式を取得し、連結の範囲に含めたことにより、前

連結会計年度の末日に比べ、「電力機器事業」のセグメント資産が10,057百万円増加しております。

　

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 6,004

「その他」の区分の利益 29

セグメント間取引消去 △0

全社費用 (注) △1,712

四半期連結損益計算書の営業利益 4,321

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「電力機器事業」セグメントにおいて、処分予定資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損

失として計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては29百万円であります。

（重要な負ののれん発生益）

「電力機器事業」セグメントにおいて、中国電機製造株式会社の株式を取得し、連結子会社化したことにより、負

ののれん発生益を計上しております。

なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては、1,454百万円でありま

す。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)

合計
電力機器
事業

溶接メカトロ
事業

半導体関連
機器事業

計

売上高

外部顧客への売上高 30,427 18,744 9,430 58,602 101 58,703

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 18 ― 18 ― 18

計 30,427 18,762 9,430 58,620 101 58,722

セグメント利益 2,391 1,180 720 4,292 42 4,335

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 4,292

「その他」の区分の利益 42

セグメント間取引消去 0

全社費用 (注) △1,758

四半期連結損益計算書の営業利益 2,576

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築

物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更しており

ます。

なお、この変更による当第２四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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